
競輪第 22号 平成 22 年１月 25 日（月） （1）広 報 K E I R I N

競輪第22号
（毎月 1回発行）

発 　 　 行

財 団 法 人 JKA
競輪広報グループ

東京都千代田区
六番町４番地６
電　話 03（3239）9420

目　　次

競輪・オートレースホームページ　http://www.keirin-autorace.or.jp

今月のトピックス
　海老根が優勝　KEIRIN グランプリ 09
　山田が優勝　SSカップみのり 09
　神山拓が優勝　ヤンググランプリ 09
　年間取得賞金ベスト 10
２月の競輪開催日程……………………………… 2
年頭所感　経済産業大臣　直嶋正行…………… 3
新年のご挨拶　財団法人 JKA会長　下重暁子 …… 5
競輪選手の登録事項の変更……………………… 6
競輪選手の登録消除…………………………………6
競輪選手の特別昇級…………………………………7
競輪選手の特別昇班…………………………………7
競輪選手の登録更新…………………………………8

競輪選手の出場あっせん保留………………………8
先頭誘導選手の認定・認定更新・認定抹消 ……… 9
平成 21 年度第２回競輪選手資格検定実施要綱 … 10
基幹審判員講習会修了者のＢ級認定………… 11
競走車部品（チェーン引き）の認定 ………… 11
平成 22 年１月競輪出場あっせん状況 ……… 12
平成 22 年１月開催出場あっせん概況表 …… 12
平成 22 年１月開催競輪選手需給状況表 …… 12
平成 22 年２月競輪出場あっせん計画 ……… 13
平成 22 年２月開催競輪選手需給計画表 …… 13
登録・認定数等………………………………… 13
車券売上状況（12 月分） ……………………… 14

「KEIRINグランプリ09」に優勝した海老根恵太選手



（2） 平成 22 年１月 25 日（月） 広 報 K E I R I N 競輪第 22 号

２　月　の　競　輪　開　催　日　程

函　館 休　　止
青　森 休　　止
いわき平 〔12～ 14〕
弥　彦 休　　止
前　橋 （６～８）〔16 ～ 18〕
取　手 〔1～ 3〕（13 ～ 15）〔27～ 3/1〕
宇都宮 （27 ～ 3/1）
大　宮 （５～７）（13 ～ 15）（22 ～ 24）
西武園 （8 ～ 10）
京王閣 〔8～ 10〕
立　川 〔16～ 18〕（24 ～ 26）
松　戸 〔8～ 10〕（18 ～ 20）
千　葉 （1～ 3）〔26～ 28〕
花月園 （12 ～ 14）
川　崎 〔1/31 ～ 2〕（8～10）
平　塚 （11 ～ 13）（26 ～ 28）

小田原 （22 ～ 24）
伊　東 〔15 ～ 17〕（20 ～ 22）
静　岡 （4～ 7）（27 ～ 3/1）
豊　橋 （8 ～ 10）〔15～ 17〕
一　宮 〔12 ～ 14〕（23 ～ 25）
名古屋 （19 ～ 21）
岐　阜 （2 ～ 4）（9～ 11）
大　垣 （16 ～ 18）〔26 ～ 28〕
松　阪 〔8～ 10〕（27 ～ 3/1）
四日市 （ナ 4 ～ 6）〔ナ19 ～ 21〕
富　山 休　　止
福　井 休　　止
大　津 〔22 ～ 24〕
奈　良 （11～ 14）（19 ～ 21）
向日町 （8～ 10）〔15～ 17〕
和歌山 （16 ～ 18）〔26 ～ 28〕

岸和田 （6 ～ 8）（23 ～ 25）
玉　野 〔8～ 10〕（19 ～ 21）
広　島 （8～ 10）（15 ～ 17）〔27～ 3/1〕
防　府 （4 ～ 6）〔22～ 24〕
高　松 休　　止
観音寺 〔15～ 17〕（26 ～ 28）
小松島 〔8～ 10〕（16 ～ 18）
高　知 （22 ～ 24）
松　山 （ナ 12 ～ 14）
小　倉 〔ナ7～ 9〕
別　府 （16 ～ 18）〔24～ 26〕
武　雄 （8 ～ 10）
佐世保 （3 ～ 5）（15 ～ 17）
久留米 〔16 ～ 18〕（22 ～ 24）（27 ～ 3/1）
熊　本 〔1～ 3〕（11 ～ 13）

（注） １.　太字は F Ⅰ以上の開催を表す。（〔　〕はＦ Iを表す）
 ２.　太字のナはナイター競輪を表す。

今月のトピックス

◇ K E I R I N グランプリ 09 成績◇
＝ 12 月 30 京王閣 11R・先頭固定競走 2825m＝

▽決め手＝差し ▽ 2 枠複⑥－⑥ 71,290 円⑥
 ▽ 2 車単⑨－⑧ 72,550 円⑦
 ▽ 3 連単⑨⑧④ 711,550 円㉕

着
順
枠
番
車
番

登
録

上がり
着差

年
令選手名

 １ ❻ ⑨ 海老根恵太   32 　千葉 　　 11 秒 2 
 ２ ❻ ⑧ 武田　豊樹   35 　茨城             微差 
 ３ ❹ ④ 伏見　俊昭   33 　福島　　    3/4輪 
 ４ ❸ ③ 神山雄一郎   41 　栃木          3/4身 
 ５ ❺ ⑥ 山崎　芳仁   30 　福島          1/2身 
 6 ❹ ⑤ 加藤　慎平   31 　岐阜          微差 
 ７ ❷ ② 永井　清史   26 　岐阜         1/4輪 
 8 ❺ ⑦ 石丸　寛之   35 　岡山    タイヤ差 
 9 ❶ ① 平原　康多   27 　埼玉           5 身 

◆◆海老根が優勝　「KEIRIN グランプリ 09」
　2009 年を締めくくる「KEIRIN グランプリ 09」
は 12 月 30 日、京王閣競輪場で行われ、初出場
の海老根恵太（千葉）が優勝した。海老根は賞金
1 億円（副賞含む）を獲得、年間取得賞金を 2 億
2479 万 1000 円として、初の賞金王にもなった。2
着には武田豊樹（茨城）、3着には伏見俊昭（福島）
が入った。

◆山田が優勝　「SSカップみのり 09」
　「SS カップみのり 09」（GⅠ）は 12 月 29 日、京
王閣競輪場で行われ、山田裕仁（岐阜）が優勝し、
賞金 1100 万円（副賞含む）を獲得した。2着には
山口幸二（岐阜）、3着には村上博幸（京都）が入った。

◆神山拓が優勝　「ヤンググランプリ 09」
　「ヤンググランプリ 09」（G Ⅱ）は 12 月 28 日、
京王閣競輪場で行われ、神山拓弥（栃木）が優勝し、
賞金 410 万円（副賞含む）を獲得した。2着には伊
原克彦（福井）、3着には菅田壱道（宮城）が入った。

◆ 年間取得賞金ベスト 10
　2009 年（1 ～ 12 月）の取得賞金は、グランプリ
を制した海老根恵太（千葉）をトップに武田豊樹（茨
城）、山崎芳仁（福島）、伏見俊昭（福島）、平原康
多（埼玉）の 5 選手が 1 億円を超えた。以下、神
山雄一郎（栃木）、加藤慎平（岐阜）、石丸寛之（岡
山）、永井清史（岐阜）、山口幸二（岐阜）がベス
ト 10 入りした。

（写真提供　共同通信社）
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　平成 22 年の新春を迎え、謹んでお慶びを申し
上げます。
　昨年夏の総選挙により政権交代が実現しまし
た。鳩山総理の下で内閣一丸となって、国民の
皆様から寄せられた信頼と期待にお応えするた
め、お約束した政策を一つ一つ着実に、そして
スピード感を持って実行すべく、全力を尽くし
てまいります。本年も皆様の一層の御支援と御
協力を御願い申し上げます。

　我が国経済については、一部の経済指標に持
ち直しの動きはあるものの、その水準は低く、
雇用情勢や中小企業の業況などには、依然厳し
いものがあります。また、デフレや為替変動など、
景気の下振れも懸念される状況にあります。
　このため、昨年 12 月 8 日には、雇用・環境・
景気を柱とした「明日の安心と成長のための緊
急経済対策」を取りまとめました。新卒者の就
職支援の強化や中小企業の資金繰り対策の拡充、
エコポイント制度とエコカー購入補助金制度の
延長・拡充など、実効性のある対策に重点的に
取り組むこととし、国費 7.2 兆円、事業規模 24.4
兆円の対策となっています。当面の難局を乗り
越えるため、第二次補正予算を編成し、これら
の政策を速やかに実行してまいります。

　こうした短期的な景気対策とともに、新たな
成長戦略を確立し、我が国が中長期的に安定し
た経済成長を実現することが重要です。
　国内では少子高齢化が進展する一方で、国際
的にはアジア諸国の急速な発展、地球温暖化問
題、資源確保競争等、国内外の環境は大きく変
化しております。今こそ、将来に向かって国内
外で新しい需要を創出し、新しい雇用を確保し

ていくための道筋をしっかりと示していかなけ
ればなりません。
　こうした問題意識から、経済産業大臣就任以
来、新たな成長戦略の策定に向けて集中的に検
討を進め、昨年末には政府全体として成長戦略
の「骨格」をとりまとめました。
　今後は、2020 年を見据え、成長するアジアの
活力を取り込み、地球温暖化対策をチャンスと
捉える発想で、国民が暮らしの豊かさを実感す
ることができる社会の実現のため、具体的な取
組を進めていくことが何よりも重要なことだと
考えています。直ちに着手できる施策について
は、22 年度予算にも反映させ、また、必要な立
法措置を講じていくこととしております。
　中小企業は、我が国雇用の約７割を支えてお
り、その活性化は政府の最重要課題です。現在
の厳しい状況に対応し、資金繰り対策や下請取
引の適正化などに万全の構えで取り組んでまい
ります。また、厳しい環境下にあっても、積極
果敢に前進を図る中小企業に対しては、販路拡
大や新分野への挑戦を支援します。

　資源エネルギー政策については、その安定供
給を確保するとともに、地球温暖化対策と「コ
インの裏表の関係」としてのエネルギー政策を
確立することに取り組みます。
　このため、資源国との関係強化や国際的なエ
ネルギー協力など資源エネルギー外交を強力に
推進するとともに、国内においては、太陽光発
電の買取制度の拡大やスマートグリッドの実証
など、新エネルギーの導入促進に全力で取り組
んでまいります。
　また、エネルギーの安定供給と低炭素社会の
実現を両立させるため、安全の確保を大前提と

経済産業大臣　直嶋　正行

謹　賀　新　年
年  頭  所  感

平成 22年　元旦
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して、国民の皆様の御理解と御信頼を得ながら、
原子力発電及び核燃料サイクルを引き続き着実
に推進してまいります。

　地球温暖化対策について、我が国は、温室効
果ガスを 1990 年比で 2020 年までに 25％削減と
いう高い目標を掲げて、国際的な温暖化対策の
議論をリードしてきました。重要なことは、そ
の前提条件である「全ての主要国の参加による
公平かつ実効性のある国際枠組みの構築と意欲
的な目標の合意」を実現することです。今般の
コペンハーゲン合意はその大きな基礎となるも
のであり、今後、我が国の掲げる前提条件を満
たすような、新たな一つの国際的な枠組み作り
に全力で取り組んでまいります。
　また、「環境と経済の両立」に向けて、イノベー
ションを推進することが不可欠です。二酸化炭
素の回収・貯留技術（ＣＣＳ）など革新的な技
術の創出・普及を早期に実現すべく、研究開発
の前倒しや、グリーン特許など知財保護の強化
を図ります。また、我が国の環境エネルギー技
術を世界に展開することにより、世界全体での
排出量削減と我が国産業の国際競争力の向上に

つなげてまいります。

　通商政策については、「東アジア共同体」の構
築に向けた取組を進めてまいります。本年は、
我が国がＡＰＥＣの議長を務めます。ＡＰＥＣ
全体としての成長戦略の策定、ＦＴＡＡＰ（ア
ジア太平洋自由貿易圏）構想の実現に向けた道
筋の検討など、アジア太平洋地域の成長と統合
に向けた新たな取組を主導してまいります。
　また、保護主義の動きを抑止し、自由貿易を
推進することは、我が国経済にとって極めて重
要であり、ＷＴＯやＥＰＡに積極的に取り組ん
でまいります。特に、ドーハラウンドについては、
本年中の妥結に向け、各国との交渉を加速して
まいります。

　これらの施策を着実に実行し、我が国経済・
産業の成長と発展のため、そして国民の皆様が
将来に希望を持てる社会を築くため、本年も全
力を尽くしてまいります。皆様の御多幸と御健
康をお祈り申し上げまして、新年のごあいさつ
といたします。
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財団法人 JKA
会長　　下重　暁子

新 年 の ご 挨 拶
年  頭  所  感

平成 22年　元旦

　あけましておめでとうございます。
　平素より皆様には競輪事業へのご支援、ご協力
をいただき心よりお礼申し上げます。
　私どもが競輪とオートレースの振興法人であ
る財団法人ＪＫＡとして新たなスタートを切り、
早いもので間もなく二年が経とうとしておりま
す。
　競輪では昨年より、「短期登録選手制度」を導
入いたしました。北京オリンピック銀メダルのロ
ス・エドガー選手をはじめ、世界のトップクラス
の自転車競技選手が約半年にわたり、日本で「競
輪」を走りました。世界のレベルを肌で感じ、日
本の競輪選手たちにとっても、また、競輪の国際
化に向けても、よい刺激になったのではないかと
思います。
　また、お客様から「車券予想が難しい」という
お声をいただくことがあります。そこで、お客様
の満足度を向上させるため、「車券予想に関する
顧客満足度向上委員会」を関係団体で設置いたし
ました。番組編成、競技ルール、賭式、車券予想、
初心者ガイダンス等のあり方について、よりお客
様に満足していただけるものとできますよう、集
中的に検討を行っているところです。女子ケイリ
ンなど新しい試みも検討中です。

　競輪の PR では、テレビ CM が 2008 年度の
「９ways」の ACC ゴールドに続き、2009 年度
「9ways'09」で ACC シルバーを受賞いたしまし
た。これからも競輪を身近に感じていただけるよ
う、PR に努めてまいります。
　昨年は競輪とオートレースの補助事業として、
「夢への補助輪。ＲＩＮＧ！ＲＩＮＧ！プロジェ
クト」と題した補助事業のビジュアルイメージ
が装いも新たに登場いたしました。ハートやしず
くの形をした、色とりどりの車輪をちりばめたデ
ザインです。これらの車輪には、みんなの夢の補
助輪になりたい、という想いがこめられておりま
す。「みんなの夢を形にしたい。」のキャッチコ
ピーのとおり、これからも競輪とオートレースの
補助事業は様々なところで社会のお役に立って
いきたいと考えております。
　私どもは引き続き、お客様から親しみをもって
楽しんでいただける競輪を目指し、関係者一丸と
なって努力していく所存です。
　競輪への変わらぬご支援、ご協力をお願いする
とともに、本年も皆様にとりまして良い年となり
ますよう心から祈念いたしまして、新年のご挨拶
とさせていただきます。
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登録事項の変更
（21JKA事運第 1号の 37　平成 21 年 12 月 18 日）

県内移動（5名） 適用日　平成 21 年 12 月 16 日 

選　手

 登録番号 氏　　名 登録番号 氏　　名
 12224 山本　　淳 12793 橋秀一郎
 13396 小嶋　康博 13416 飯尾　主税
 14028 山口　泰生 
　

同
（21JKA事運第 1号の 38　平成 21 年 12 月 25 日）

県内移動（4名） 適用日　平成 21 年 12 月 23 日 

県内移動（6名） 適用日　平成 22 年 1 月 6 日 

 登録番号 氏　　名 登録番号 氏　　名
 11228 上田三千夫 11926 渡邉　泰夫
 13098 今西　一之 13596 渡邊　大善 

同
（21JKA事運第 1号の 39　平成 22 年 1 月 8 日）

県外移動（1名） 適用日　平成 21 年 12 月 28 日 

 登録番号 氏　　名
 12802 宇澤　恵一

 登録番号 氏　　名 登録番号 氏　　名
 11876 高野　淳一 13384 金子　兼久
 13504 坂野　耕治 13724 渡辺　十夢
 14281 寺林　正秋 14329 阿部　　功

同
（21JKA事運第 1号の 40　平成 22 年 1 月 15 日）

県内移動（1名） 適用日　平成 22 年 1 月 13 日 

 登録番号 氏　　名
 14003 須賀　和彦

登録消除
（21JKA事運第 1号の 38　平成 21 年 12 月 25 日）

（1名） 登録消除日　平成 21 年 12 月 22 日

 熊本 11204  A3 原野　義朗

 府　県 登録番号 先頭誘導選手認定番号 級班 氏　　名

（注）適用条項は登録規則第 20 条 1 号

同
（21JKA事運第 1号の 39　平成 22 年 1 月 8 日）

（1名） 登録消除日　平成 22 年 1 月 6 日

 静岡 12968 18510 A1 仲亀　宏治

 府　県 登録番号 先頭誘導選手認定番号 級班 氏　　名

（注）適用条項は登録規則第 20 条 3 号

（4名） 登録消除日　平成 22 年 1 月 7 日

 東京 9759  A3 富山　健一
 群馬 9951  A3 中村　　修
 群馬 10278  A3 野町良志彦
 群馬 10731  A3 石澤　　誠

 府　県 登録番号 先頭誘導選手認定番号 級班 氏　　名

（注）適用条項は登録規則第 20 条 1 号

同
（21JKA事運第 1号の 40　平成 22 年 1 月 15 日）

（5名） 登録消除日　平成 22 年 1 月 8 日

 岐阜 9556  A3 安藤　　功
 埼玉 10281  A3 栗山　勝彦
 三重 10443 11332 A3 星野　嘉寛
 静岡 10636  A3 小久保友博
 高知 12617 14617 A3 大地　健夫

 府　県 登録番号 先頭誘導選手認定番号 級班 氏　　名

（注）適用条項は登録規則第 20 条 1 号

同
（21JKA事運第 1号の 41　平成 22 年 1 月 22 日）

県内移動（2名） 適用日　平成 22 年 1 月 20 日 

 登録番号 氏　　名 登録番号 氏　　名
 10749 久保　俊高 13476 山梨　英昭

住居表示変更（1名） 適用日　平成 22 年 1 月 20 日 

 登録番号 氏　　名
 11778 神山雄一郎



競輪第 22 号 平成 22 年 1 月 25 日（月） （7）広 報 K E I R I N
（2名） 登録消除日　平成 22 年 1 月 12 日

 福岡 11437 16755 A1 服巻　大史
 愛媛 11852 12762 A3 二神　辰男

 府　県 登録番号 先頭誘導選手認定番号 級班 氏　　名

（注）適用条項は登録規則第 20 条 1 号

特別昇級
（21JKA事運第 1号の 37　平成 21 年 12 月 18 日）

（3名） 

12593　山田　圭二（愛知）　70 期　37 才
新級班

S2 H21.12.14
21 年後期
 ～

22 年後期
レインボーカップA級ファイナル

1着

昇級適用日 適用期 事由

11406　水島　章（大阪）　57 期　42 才
新級班

S2 H21.12.14
21 年後期
 ～

22 年後期
レインボーカップA級ファイナル

2着

昇級適用日 適用期 事由

13638　村上　卓茂（愛知）　84 期　31 才
新級班

S2 H21.12.14
21 年後期
 ～

22 年後期
レインボーカップA級ファイナル

3着

昇級適用日 適用期 事由

同
（21JKA事運第 1号の 41　平成 22 年 1 月 22 日）

（20 名） 登録消除日　平成 22 年 1 月 14 日

 千葉 8626 14630 A3 井上　　馨
 愛知 8869  A3 口　信夫
 福島 9075 13648 A3 高橋　由一
 茨城 9177  A3 海老原茂男
 群馬 9181  A3 栗原　広行
 岡山 9451 18717 A3 西谷　康彦
 神奈川 9653 9701 A3 海藤　　保
 群馬 9750 10486 A3 今井　正昭
 東京 10290  A3 山口　常男
 茨城 10970  A3 前原　達也
 岡山 11045 17384 A3  佐藤　卓司
 新潟 11127 11385 A3 倉田　浩道
 埼玉 11232 17859 A3 染谷　政弘
 愛知 11378  A3 石黒　正紀
 福岡 11544 17547 A3 由川　丈夫
 群馬 11578  A3 池田　　巧
 茨城 11867  A3 中野　健二
 茨城 12343 18592 A3 大薗　克己
 茨城 12715  A3 中田　光一
 福島 12790 18610 A3 加藤　貴之

 府　県 登録番号 先頭誘導選手認定番号 級班 氏　　名

（注）適用条項は登録規則第 20 条 1 号

（3名） 登録消除日　平成 22 年 1 月 15 日

 佐賀 11745 12287 A3 江頭　徳義
 山口 12303 16746 A3 岡崎　建治
 大阪 14401  A3 吉原　克也

 府　県 登録番号 先頭誘導選手認定番号 級班 氏　　名

（注）適用条項は登録規則第 20 条 1 号

（4名） 登録消除日　平成 22 年 1 月 18 日

 栃木 9841  A3 中川　幸一
 栃木 10270  A3 岩村　忠史
 栃木 11103  A3 坂本　宗史
 栃木 11575 18367 A3 竹之内克彦

 府　県 登録番号 先頭誘導選手認定番号 級班 氏　　名

（注）適用条項は登録規則第 20 条 1 号

（4名） 登録消除日　平成 22 年 1 月 19 日

 福島 9501 13190 A3 町島　洋一
 熊本 10035 18453 A3 松本　秀浩
 静岡 11261 14717 A3 大野　暢彦
 東京 12574  A3 井上　　薫

 府　県 登録番号 先頭誘導選手認定番号 級班 氏　　名

（注）適用条項は登録規則第 20 条 1 号

特別昇班
（21JKA事運第 1号の 37　平成 21 年 12 月 18 日）

（3名） 

14501　守澤　太志（秋田）　96 期　24 才
新級班

A2 H21.12.13
21 年後期
 ～

22 年後期
レインボーカップチャレンジファイナル

1着

昇班適用日 適用期 事由
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出場あっせん保留
　下記の選手は、平成 21 年後期審査期終了時において、
本財団の「競輪に係る業務の方法に関する規程」第 83
条第１項第３号に定める競走成績不良による登録消除
の基準に該当するものと認められますので、登録消除
に係る調査及び審議を行う間、同規程第 134 条第 1 項
第 3号の規定により、平成 22 年 1 月 4 日付で当該選手
に対する出場あっせんを保留しました。
 （21JKA事運第 122 号　平成 22 年 1 月 4 日）
（54 名） 

 地区 府県 登録番号 氏　名
 北日本 山形 11759 新田　教智
  福島 09075 高橋　由一
  〃 09501 町島　洋一
  〃 10720 大和田正人
  〃 12263 芳賀　　徹
  〃 12790 加藤　貴之
 関東 茨城 09177 海老原茂男 
  〃 10970 前原　達也 
  〃 11867 中野　健二
  〃 12343 大薗　克己
  〃 12715 中田　光一
  栃木 09841 中川　幸一 
  〃 10270 岩村　忠史
  〃 11103 坂本　宗史
  〃 11575 竹之内克彦
  群馬 09181 栗原　広行
  〃 09750 今井　正昭 
  〃 09951 中村　　修
  〃 10278 野町良志彦
  〃 10731 石澤　　誠
  〃 11578 池田　　巧
  埼玉 10281 栗山　勝彦 
  〃 11232 染谷　政弘
  東京 09759 富山　健一
  〃 10290 山口　常男
  〃 11124 矢部　昌知
  〃 12574 井上　　薫 
  新潟 11127 倉田　浩道
 南関東 千葉 08626 井上　　馨
  神奈川 09653 海藤　　保
  〃 11833 内藤　高広
  静岡 10636 小久保友博
  〃 11261 大野　暢彦

14078　植草　亮介（千葉）　90 期　25 才
新級班

A2 H21.12.13
21 年後期
 ～

22 年後期
レインボーカップチャレンジファイナル

2 着

昇班適用日 適用期 事由

14540　宮腰　圭祐（福井）　96 期　23 才
新級班

A2 H21.12.13
21 年後期
 ～

22 年後期
レインボーカップチャレンジファイナル

3着

昇班適用日 適用期 事由

同
（21JKA事運第 1号の 40　平成 22 年 1 月 15 日）

（1名） 

12/23 ～ 12/25
防府
1.1. ①

1/5～ 1/7
別府
1.1. ①

14556　小川　祐司（愛媛）　96 期　27 才
新級班

A2 H22.1.8
22 年前期
 ～

23 年前期

12/3～ 12/5
熊本
1.1. ①

昇班適用日 適用期 達成までの優勝記録

（1名） 登録更新日　平成 22 年 1 月 1 日

登録更新
 （21JKA事運第 1号の 39　平成 22 年 1 月 8 日）

 地区 府県 登録番号 氏　名
 九州 佐賀 8304 西村　康博

同
（21JKA事運第 1号の 41　平成 22 年 1 月 22 日）

（1名） 

1/8 ～ 1/10
高松
1.1. ①

1/14～ 1/16
武雄
1.1. ①

14551　山下　一輝（山口）　96 期　20 才
新級班

A2 H22.1.17
22 年前期
 ～

23 年前期

12/27～ 12/29
松山
1.1. ①

昇班適用日 適用期 達成までの優勝記録
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先頭誘導選手の認定・認定更新・認定抹消
（21JKA事運第 1号の 38　平成 21 年 12 月 25 日）

認定（18 名） 認定年月日　平成 22 年 1 月 1 日

 府県 認定番号 登録番号 氏　　名
 宮城 18824 12709 臼井　崇則
 福島 18825 13010 程塚　毅志 
 群馬 18826 14006 青木　亮太
 〃 18827 14062 齋藤　昌弘
 〃 18828 14064 吉松　賢二
 〃 18829 14065 鰐淵　圭佑
 埼玉 18830 09383 中原　博志
 東京 18831 11591 内藤　博之
 〃 18832 12805 西村　康之
 静岡 18833 10196 森　　義弘
 〃 18834 12196 磯部　光伸
 〃 18835 12826 渡 　晴智
 岐阜 18836 14307 谷田　泰平
 〃 18837 14308 廣島　和彦
 三重 18838 11623 鈴木　邦明
 富山 18839 14473 重倉　高史

 地区 府県 登録番号 氏　名
 中部 愛知 08869 樋口　信夫
  〃 11378 石黒　正紀
  岐阜 09556 安藤　　功
  三重 10443 星野　嘉寛
 近畿 大阪 14401 吉原　克也
  兵庫 09681 今中　永司
 中四国 岡山 09451 西谷　康彦 
  〃 11045 佐藤　卓司 
  山口 12303 岡崎　健治
  徳島 12139 桃本　君人
  高知 11736 村田　敏郎
  〃 12617 大地　健夫 
  愛媛 11852 二神　辰男
 九州 福岡 11544 由川　丈夫
  佐賀 11745 江頭　徳義
  熊本 10035 松本　秀浩
  〃 12926 園田　　宏 
  〃 13152 池上洋二郎
  宮崎 11081 財部　功造
  鹿児島 13377 堀内　福成
  沖縄 11009 栗原　正治

 石川 18840 14474 山﨑　　晃
 岡山 18841 12037 藤原　　勇

認定更新（76 名） 更新年月日　平成 22 年 1 月 1 日

 府県 認定番号 登録番号 氏　　名
 茨城 12207 10722 鈴木　天従
 〃 12214 10971 宮本　秀人
 〃 17904 12161 倉持　　聡
 栃木 15841 10973 北沢　勝弘
 〃 15843 12070 長谷川秀雄
 〃 17246 12494 梅村　雅昭
 〃 18393 14059 高塩　讓次
 群馬 10793 10062 矢島　信弥
 東京 16442 10674 泉　　和男
 〃 17253 11678 茨木　基成
 〃 17254 12577 鈴木　淳也
 〃 17255 12869 吉野　将司
 静岡 10807 10094 星　　雅夫
 〃 17258 10638 土屋　貞光
 〃 15211 10880 長島　　実
 〃 11474 11013 伊藤　勝也
 〃 11475 11018 柴田　　浩
 〃 11476 11019 高橋　洋之
 〃 12221 11025 渡邉　浩信
 〃 12837 11262 金川　光浩
 〃 15212 11558 鈴木太生雄
 〃 12839 11900 井草　正行
 〃 15217 12658 金子　隆一
 〃 15218 12666 増田　吉康
 〃 15860 12667 森木　健二
 〃 17906 12736 松江　健一
 〃 17259 12738 渡 　一洋
 〃 15219 12825 鈴木　克巳
 〃 15220 13033 川端　大輔 
 〃 17260 13035 瀧口　貴嗣
 〃 15863 13036 深澤　伸介
 〃 15864 13113 中　信一路
 〃 15865 13115 望月　永悟
 〃 16434 13326 齋藤　光洋
 〃 16435 13423 増田　利明
 〃 16438 13712 花木　克之
 〃 18396 14023 河村　文人
 〃 18397 14087 橋　隆太
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 愛知 17907 9487 加藤　高理
 〃 12841 10310 井戸　嘉幸
 〃 17262 11907 島野　浩司
 岐阜 10814 10542 野村　　達
 〃 10815 10543 山田　寿人
 〃 13962 12596 志智　俊夫
 〃 13963 12597 本　貴雄
 〃 15870 13196 竹田　和幸
 三重 16439 9431 萩原　　誠
 〃 10276 10203 平田　雅己
 〃 11484 11167 城山　基克
 〃 13432 11271 山崎　吉晴
 〃 12843 11913 藤本　辰次
 石川 13965 12679 坂上　忠克
 〃 13967 12681 辻　　　力
 滋賀 17908 11518 渡辺　一貴
 〃 17263 13872 長尾　博幸
 〃 17916 13975 土田　仁志
 奈良 15223 12224 山本　　淳
 和歌山 16441 12746 南部健次郎
 大阪 15872 12979 秋山　智幸
 岡山 12845 10008 峰重　龍一 
 〃 16443 11171 齊藤　利治
 〃 16445 11934 串田　晴男
 〃 17909 12611 藤原　 雄
 〃 17264 12907 小畑　大臣
 〃 16446 13291 三宅　達也
 〃 17910 13646 日浅　保幸
 広島 16452 13648 佐々木辰彦
 〃 16454 13650 本　哲郎
 山口 11488 11181 鈴木　啓一
 〃 13436 12470 松本　篤浩
 愛媛 10825 10690 本山　　実
 〃 17265 12313 北田　昭志
 福岡 15227 13224 西村　将己
 〃 17266 13807 尾籠　久則
 熊本 17912 9604 伊木　正明
 〃 16457 10703 西　　隆宏

認定抹消（15 名） 抹消年月日　平成 22 年 1 月 1 日

 府県 認定番号 登録番号 氏　　名
 茨城 16428 13390 小堀　　剛
 栃木 15839  9082 平石　光弘

 〃 15842 11577 小西　　茂
 群馬 17249 11578 池田　　巧
 東京 12835 10182 長井　賢人
 〃 18394 12575 後藤　　学
 静岡 17256 9987 三上　金弥
 〃 12220 11024 渡 　秀樹
 〃 17905 11615 鈴木　浩之
 〃 14503 12662 西川　浩次
 〃 18395 13713 丸山　勝也
 滋賀 17915 13338 加藤　明久
 高知 11495 10931 橋本　忠延
 福岡 15226 13223 木谷　　凉
 熊本 17913 10830 伊木　隆司

平成 21年度第 2回競輪選手資格検定実施要綱
   平成 22 年 1 月 8 日
   財団法人 JKA

この要綱は、財団法人ＪＫＡが行う競輪選手資格検
定に関し、必要な事項を定める。
1．受検資格

平成 22 年 5 月 1 日現在満 16 才以上の者
ただし、次の各号の一に該当する者は受検するこ
とができない。
（1）禁固以上の刑に処せられ、その執行を終り、

又は執行を受けることがなくなった後 3年
を経過しない者

（2）自転車競技法の規定に違反して罰金に処せ
られ、その執行を終り、又は執行を受ける
ことがなくなった後３年を経過しない者

（3）「競輪審判員、選手および自転車登録規則」
第 21 条第 1 号から第 3 号までの一に該当
することにより登録を消除されてから３年
を経過しない者

2．登録申請手続
財団法人ＪＫＡの定める選手登録申請書に次
の書類及び受検料として、4,500 円（消費税込み）
を添えて、財団法人ＪＫＡに申請する。
（1）住民票記載事項の証明書
（2）写真 4 葉（縦 3.6 センチメートル・横 2.4

センチメートル脱帽上半身）

3．受付期間
登録申請書の受付は、次の期間内に財団法人Ｊ
ＫＡにおいて行う。
平成 22 年 1 月 25 日（月）から
平成 22 年 2 月 8 日（月）まで

4．資格検定の期日、場所及び検定科目
（1）平成22年3月8日（月）から3月11日（木）まで
（2）日本競輪学校　（静岡県伊豆市大野 1827）
 　　　　　　　　電話　0558（79）0111（代）
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競走車部品（チェーン引き）の認定
　下記の通り認定します。

（21JKA競運第 87 号　平成 21 年 12 月 18 日）

1. 部品名、認定番号及び部品の商標名
 チェーン引き
 第 T118 － 3 号
 KNK NEW チェーン引き
2. 製造業者の住所氏名
 大阪府堺市錦綾町 2丁目 2番 11 号
 絹川ネジ工業株式会社
 代表取締役　絹川　勉
3. 仕様
 材質　スチール　
4. NJS マークの表示位置
 台座（舟部）表面
5. 認定適用日
 平成 21 年 12 月 21 日
6. 補償価格
 「競輪参加選手の破損自転車の補償に関する要
 領」に基づく金額

自 転 車（3）検定科目
ア．学力検定
（ア）自転車競技法及び同法施行規則
（イ）競輪審判員、選手および自転車登録規則
（ウ）○○県自転車競走実施規則に関するガイ

ドライン
（エ）○○県自転車競走競技規則に関するガイ

ドライン
（オ）競輪に係る業務の方法に関する規程
（カ）自転車の構造・機能に関する理論
（キ）スポーツに関する医学的知識
（ク）一般教養
イ．技能検定
（ア）1,000 メートル独走
（イ）400メートル助走後における200メートル独走
（ウ）走行技能
（エ）自転車の整備技能
ウ．人物検定
 口頭試問により行う

エ．身体検査

5．合格者の発表及び通知
平成 22 年 3月 26 日（金）財団法人ＪＫＡにお

いて合格者を発表するとともに、広報ＫＥＩＲＩ
Ｎ及びホームページに掲載する。

6．その他
資格検定に関する問い合わせ
財団法人ＪＫＡ　競輪事業グループ
事業運営チーム　選手登録担当　　
電話　03（3512）1269（直）
電話受付時間　
平日（土・日・祝を除く）9：30 ～ 17：30

審判員
基幹審判員講習会修了者のB級認定

　本財団が実施した平成 21 年度基幹審判員講習会の課
程を修了した別添名簿の者を平成 22 年 1 月 1 日付で B
級審判員として認定します。 

（21JKA競運第 86 号　平成 21 年 12 月 17 日）
（2名）

 地区 認定番号 氏　　名 登録番号
 近畿 857 高﨑　亮一 4652
  858 林　　大輔 4672



（12） 平成 22 年 1 月 25 日（月） 広 報 K E I R I N 競輪第 22 号

あっせん
平成 22年 1月競輪出場あっせん状況

1.　開催状況（1月あっせん対象節数）
 G　Ⅲ 5 競輪場 5 節
  （立川、熊本、大宮、和歌山、向日町）
 F　Ⅰ 21 競輪場 26 節
   （平、前橋、取手、京王閣、千葉、

川崎、平塚、小田原、一宮、岐阜、
豊橋、大津、奈良、岸和田、防府、
玉野、小松島、松山、高知、小倉、
佐世保）

 F　Ⅱ 35 競輪場 45 節

2.　 選手あっせん依頼数（あっせん回数に算入しない部
分の依頼数を除く）

 Ｓ　級 1,899 人
 A　級１・２班 4,239 人
 A　級３班 2,025 人
 合　計 8,163 人

3.　 級別選手１人当たり平均あっせん回数
 Ｓ　級 2.29 回
 A　級１・２班 2.41 回
 A　級３班 2.27 回

4.　あっせん選手の交流について
　実働選手に対するあっせん依頼数の比率は、S級につい
ては近畿・四国地区が高く、A級については南関東・中部・
四国地区が高い。
　このため、あっせん回数の均等のほか、欠場時の対応等
も勘案のうえ、あっせん選手の交流を行なった。

　開催状況
　　G　Ⅲ 立川、熊本、大宮、和歌山、向日町（5節）
　　F　Ⅰ  平、前橋、取手、京王閣、千葉、川崎、平塚、

小田原、一宮、岐阜、豊橋、大津、奈良、
岸和田、防府、玉野、小松島、松山、高知、
小倉、佐世保 （26 節）

　　F　Ⅱ 35 競輪場 （45 節）

  合計　76 節

平成 22年 1月開催出場あっせん概況表
平成 21 年 12 月 10 日

   Ｓ級 A級 合計
 総 人 員 840 2,693 3,533
 非 実 働 人 員 14 45 59
  実 働 人 員  826 2,648 3,474
  0 回 14 45 59
  1 回 2 2 4
  2 回 576 1,675 2,251
  3 回 248 971 1,219
 あっせん総数  1,898 6,265 8,163
 一人当たり平均 2.29 2.36 2.34 

区分 級班

  

回
数
別
人
員

あ
っ
せ
ん

平成 22年 1月開催競輪選手需給状況表
平成 21 年 12 月 10 日

 北日本 54 100 0.54 117 192 0.61 45 86 0.52 162 278 0.58
 関　東 414 159 2.60 657 352 1.87 315 211 1.49 972 563 1.73
 南関東 270 132 2.05 837 288 2.91 405 126 3.21 1,242 414 3.00
 中　部 216 121 1,79 783 156 5.02 405 80 5.06 1,188 236 5.03
 近　畿 360 95 3.79 414 214 1.93 180 104 1.73 594 318 1.87
 中　国 108 60 1.80 234 148 1.58 90 73 1.23 324 221 1.47
 四　国 162 49 3.31 540 152 3.55 270 68 3.97 810 220 3.68
 九　州 315 110 2.86 657 256 2.57 315 142 2.22 972 398 2.44
 全国計 1,899 826 2.29 4,239 1,758 2.41 2,025 890 2.27 6,264 2,648 2.36

一人当たり平均
あっせん回数 2.29 回 2.41 回 2.27 回 2.36 回

S　　　　　級

依頼数 実働数
依頼数
実働数

A級１・２班

依頼数 実働数
依頼数
実働数

A級３班

依頼数 実働数
依頼数
実働数

A級合計

依頼数 実働数
依頼数
実働数

備考　本表は、地区間の選手交流計画に資するため、各地区のあっせん需要数と実働選手数の対比を示したものである。
　　　なお、あっせん回数に算入されない競輪は依頼数から除いた。

※あっせん本数に参入しない部分の依頼数を除く



競輪第 22 号 平成 22 年 1 月 25 日（月） （13）広 報 K E I R I N
平成 22 年 2月競輪出場あっせん計画

1.　開催状況（2月あっせん対象節数）
 G　Ⅱ 1 競輪場 1 節
  （玉野）
 G　Ⅲ 2 競輪場 2 節
   （静岡、奈良）
 F　Ⅰ 26 競輪場 27 節
   （平、前橋、取手、京王閣、立川、

松戸、千葉、川崎、伊東、一宮、
大垣、豊橋、松坂、四日市、大津、
向日町、和歌山、広島、防府、　
玉野、観音時、小松島、小倉、　
別府、久留米、熊本）

 F　Ⅱ 36 競輪場 44 節

2.　 選手あっせん依頼数（あっせん回数に算入しない部
分の依頼数を除く）

 Ｓ　級 1,755 人
 A　級１・２班 4,230 人
 A　級３班 1,980 人
 合　計 7,965 人

3.　 級別選手１人当たり平均あっせん回数
 Ｓ　級 2.10 回
 A　級１・２班 2.39 回
 A　級３班 2.21 回

4.　あっせん選手の交流について
　実働選手に対するあっせん依頼数の比率は、S級に
ついては近畿・中国地区が高く、A級については南関東・
中部地区が高い。
　このため、あっせん回数の均等のほか、欠場時の対
応等も勘案のうえ、あっせん選手の交流を行う。

登録・認定数等
平成 22 年 1 月 1 日

平成 22年 2月開催競輪選手需給計画表
平成 21 年 12 月 10 日

項　目

登録選手数

審 判 員 数

検 車 員 数

先頭誘導
選 手 数 2,555 名

  3,531 名

 799 名

 844 名

現在数 摘　　　要

 S　級 A級
 842 名 2,689 名

 SS　　18 A １ 885
 S １　273 A ２ 893
 S ２　551 A ３ 911
 

3,531 名

備考　本表は、地区間の選手交流計画に資するため、各地区のあっせん需要数と実働選手数の対比を示したものである。
　　　なお、あっせん回数に算入されない競輪は依頼数から除いた。

 北日本 54 101 0.53 54 195 0.28 0 87 0.00 54 282 0.19
 関　東 270 163 1.66 774 353 2.19 360 212 1.70 1,134 565 2.01
 南関東 315 133 2.37 783 289 2.71 405 128 3.16 1,188 417 2.85
 中　部 270 120 2.25 774 154 5.03 360 79 4.56 1,134 233 4.87
 近　畿 261 97 2.69 477 216 2.21 225 104 2.16 702 320 2.19
 中　国 261 60 4.35 351 148 2.37 135 72 1.88 486 220 2.21
 四　国 108 49 2.20 360 152 2.37 180 68 2.65 540 220 2.45
 九　州 216 112 1.93 657 260 2.53 315 144 2.19 972 404 2.41
 全国計 1,755 835 2.10 4,230 1,767 2.39 1,980 894 2.21 6,210 2,661 2.33

一人当たり平均
あっせん回数 2.10 回 2.39 回 2.21 回 2.33 回

S　　　　　級

依頼数 実働数
依頼数
実働数

A級１・２班

依頼数 実働数
依頼数
実働数

A級３班

依頼数 実働数
依頼数
実働数

A級合計

依頼数 実働数
依頼数
実働数



（14） 平成 22 年 1 月 25 日（月） 広 報 K E I R I N 競輪第 22 号

車 券 売 上 状 況

競輪第21号 変更前 変更後
高知の利用者数（11月分） 51,808 51,807
　　　〃　　　年度累計（4月～11月） 941,853 941,852
合計の利用者数（11月分） 5,791,050 5,791,049
　　　〃　　　年度累計（4月～11月） 48,130,963 48,130,962
なお、今号（競輪第22号）の「車券売上状況」については、訂正後の数値であることを申し添えます。

訂　正
「車券売上状況」に以下のとおりの変更がありました。
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